
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（2学年用） 教科　国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

20

14

20

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

高等学校　古典探究　数研出版

古典探究

論理的に考える力や共感力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わり自分の思いや考えを広げ、深めるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

○ ○ ○

合計

54

○ ○

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に登場人物の行動や心情をと
らえ、学習課題に沿って自分の考え
を説明する。

【知識・技能】
本文を正確に現代語訳できている。
　
【思考・判断・表現】　
本文の展開を的確に整理し、登場人物の人物
像をわかりやすく説明できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体性をもって粘り強く根拠立てて話し合い
に取り組んでいる。

【知識・技能】
本文を正確に現代語訳できている。
　
【思考・判断・表現】
本文の展開を的確に整理し、光源氏の心情を
わかりやすく説明できている。　

【主体的に学習に取り組む態度】
自ら進んで粘り強く根拠立てて内容の説明に
取り組んでいる。

【知識・技能】
本文を正確に現代語訳できている。
【思考・判断・表現】
引き歌表現を丁寧に考察することにより、
『源氏物語』の解釈を十分に深めることがで
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自ら進んで粘り強く根拠立てて内容や和歌の
説明に取り組んでいる。
・指導事項　文法・古語の意味・文化的背景
・教材　教科書・文法書・古語単語集
・一人１台端末の活用

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

生涯にわたる社会生活に必要な
国語の知識や技能を身に付けるとともに，
我が国の伝統的な言語文化に対する理解を
深めることができるようにしている。

「読むこと」の領域において，
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ
方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして
いる。

領域
評価規準

２
学
期

１
学
期

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に登場人物の行動や心情をと
らえ、学習課題に沿って自分の考え
を説明する。

【知識・技能】
本文を正確に現代語訳できている。
【思考・判断・表現】
光源氏が女子にひかれる理由を十分理解し、
尼君と女房の歌の比喩を明確に説明しながら
そこに込められた心情を説明できている。
引き歌表現を丁寧に考察することにより、
『源氏物語』の解釈を十分に深めることがで
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自ら進んで粘り強く根拠立てて内容や和歌の
説明に取り組んでいる。

随筆『方丈記』「ゆく河の流れ」　
　　　　　　　　　　　　　故事
「画竜点睛」

・指導事項　文法（助動詞・再読
文字）・古語の意味・文化的背景
・教材　教科書・古語単語集・準
拠ワーク
・一人１台端末の活用

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

３
学
期

【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，
思いや考えを広げたり深めたりしながら，
言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，
進んで古典に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

国語 古典探究 2

古典探究

佐々木　淳

説話『十訓抄』「大江山」

・指導事項　文法（用言）・古語
の意味・文化的背景          ・
教材　教科書・古語単語集・準拠
ワーク
・一人１台端末の活用

態

物語『源氏物語』「光源氏誕生」
「小柴垣のもと」

・指導事項　文法（敬語・和
歌）・古語の意味・文化的背景
・教材　教科書・古語単語集・準
拠ノート
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉える。　　　　　
　　　　　　　　　【学びに向かう
力、人間性等】
積極的に登場人物の行動や心情をと
らえ、学習課題に沿って自分の考え
を説明する。

・指導事項　文法（敬語）・古語
の意味・文化的背景
・教材　教科書・古語単語集・準
拠ノート
・一人１台端末の活用

随筆『枕草子』「すさまじきも
の」「御前にて人々とも」

史伝『史記』「四面楚歌」　　　　
　日記文学『更級日記』「東路の
道の果て」「物語」

・指導事項　文法（助詞・識別・
句法）・古語の意味・文化的背景
・教材　教科書・古語単語集・準
拠ノート
・一人１台端末の活用


